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kg vs Low : 37.9kg, P for trend＝0.006）および四肢骨
格筋量（High : 16.8kg vs Low : 16.1kg, P for trend＝
0.001）は有意に高値を示した。同様に，多様性得点が
高いほど，握力は有意に高値を示し（High : 29.1kg vs
Low : 27.7kg, P for trend＝0.005），通常歩行速度は高
値を示す傾向がみられた（High : 1.34m/s vs Low : 1.31



























（15-item Geriatric Depression Scale（GDS）により評
─ 59 ─
価），認知機能（Mini-Mental State Examination（MMSE）
により評価）のデータを収集した。アウトカム（除脂肪
量，四肢骨格筋量，握力，通常歩行速度の低下）を定義
するにあたり，ベースライン時の除脂肪量，四肢骨格筋
量，握力，通常歩行速度の結果より，最下位 4分位の値
をカットオフ値とした。各アウトカムの定義は，ベース
ライン時における上位 3分位の者のうち，4年後の追跡
調査でカットオフ値以下に低下した場合とした。
対象者を多様性得点により 0-3点の Low群，4-6点
のMedium群，7点以上の High群の 3区分に分類し，
ベースライン時の対象者特性を比較した結果，多様性得
点が高いほど，年齢が高く，女性の割合が多く，教育年
数は短く，現喫煙者・現飲酒者は少なく，うつ状態を評
価する GDSの点数は低かった。各アウトカムの発生割
合は，除脂肪量低下が 8.0%（34/423），四肢骨格筋量低
下が 9.1%（39/428），握力低下が 11.0%（71/632），通常
歩行速度低下が 11.9%（75/632）であった。交絡要因を
調整した多変量ロジスティック回帰分析の結果，多様性
得点 3区分と除脂肪量低下との関連はみられなかったも
のの，多様性得点が高いほど四肢骨格筋量低下のオッズ
比が低下する傾向がみられた（P for trend＝0.068）。ま
た，多様性得点が高いほど握力低下および通常歩行速度
低下のオッズ比が有意に低下した。多様性得点 3群にお
ける握力低下のオッズ比（95%信頼区間）は，Low群
から順に，1.00（基準群），0.60（0.30-1.19），0.43（0.19-
0.99）であり（P for trend＝0.043），通常歩行速度低下
のオッズ比（95% 信頼区間）は，1.00（基準群），0.59
（0.30-1.14），0.43（0.19-0.99）であった（P for trend＝
0.039）。
おわりに
本研究では，国民健康・栄養調査のデータから日本人
高齢者の食物摂取状況および栄養状態の現状を把握する
とともに，地域在住高齢者を対象とした疫学研究によ
り，食品摂取多様性と筋量，身体機能との関連について
検討した。その結果，国民健康・栄養調査のデータか
ら，加齢とともに低栄養傾向にある高齢者（Body mass
index（BMI）20kg/m2以下または血清アルブミン 4.0
g/dl以下）の割合が増加することが示され，エネルギー
摂取量はじめ，多くの栄養素や食品群の摂取量が低下す
ることが示された。さらに，地域在住高齢者を対象とし
た横断研究および縦断研究から，食品摂取多様性は筋
量，身体機能の低下抑制に関わる可能性が示された。す
なわち，介護予防における食品摂取多様性の意義が明ら
かになった。
本研究は，特定の栄養素や食品群ではなく，「食品摂
取多様性」が高齢期のサルコペニア予防に防御的に働く
ことを示した国内外で初めての研究である。介護予防に
おける食生活面からの対策において「食品摂取多様性」
の意義が明らかになったことから，多様な食品摂取が要
介護状態を予防または先送りし，健康寿命の延伸につな
がる可能性が示唆された。
審査報告概要
超高齢社会に突入した我が国は要介護状態の予防また
は先送りによる健康寿命の延伸が最大の関心事となって
いる。要介護状態に至る前の虚弱（フレイル）な状態で
適切な介入・支援ができれば，要介護者の減少に繋げら
れる可能性がある。申請者はそこでまず，国民健康・栄
養調査結果の二次利用申請を行い，日本人の 65歳以上
高齢者の食物摂取状況と栄養状態の現状を把握する事，
また，フレイルの主要原因とされるサルコペニアと食生
活との関わりを明らかにする事を目的に地域在住高齢者
を対象とする栄養疫学研究に参画し，仮説に基づくデー
タ解析を担当した。その結果，日本人高齢者は加齢とと
もに「低栄養傾向」者が増えること，地域在住高齢者の
横断及び縦断的な栄養疫学研究から，10食品群で構成
される「食物摂取多様性得点」の高いことがサルコペニ
アの構成要素である筋量や身体機能（握力，通常歩行速
度）の低下リスクを抑えることを明らかにした。
今後の介護予防における食生活面からの対策において
「食品摂取多様性」の意義を示めした本研究の新規性を
評価した。
よって，審査員一同は博士（食品栄養学）の学位を授
与する価値があると判断した。
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